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安全で持続可能な上下水道を未来につなぐ安全で持続可能な上下水道を未来につなぐ
大崎市上下水道部広報大崎市上下水道部広報

　8月6日　大崎市図書館で水と暮らしの企画展を開催しました。当日は210人　8月6日　大崎市図書館で水と暮らしの企画展を開催しました。当日は210人
の方のご来場があり、上水道・下水道の管路の点検の様子等のパネル展示や、水の方のご来場があり、上水道・下水道の管路の点検の様子等のパネル展示や、水
をきれいにするしくみ、浄化槽の役割などをミニチュアを用いて実験等を行い、をきれいにするしくみ、浄化槽の役割などをミニチュアを用いて実験等を行い、
上下水道について理解を深めていただきました。上下水道について理解を深めていただきました。
　また、水道管に使用される塩ビ管での空気鉄砲つくりやスライムつくりなど、　また、水道管に使用される塩ビ管での空気鉄砲つくりやスライムつくりなど、
お子様も楽しみながら水の大切さを学ぶ機会となりました。お子様も楽しみながら水の大切さを学ぶ機会となりました。
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水と暮らしの企画展
～水のチカラ みんなのくらしとひみつ～

大崎市は
陸羽東線を
応援しています！応援しています！



（億円） （億円）

（億円） （億円）

資本的収支

資本的収支

収益的収支

収益的収支

水道施設整備、老朽管更新
耐震化等のための収入と支出

下水道管の敷設や処理施設の
整備更新のための収入と支出

水道水を作り、ご家庭等に
お届けするための収入と支出

排出された汚水や雨水を
処理するための収入と支出

鷹待嶽配水場更新工事【鹿島台】(R7.12月現在)

古川駅南汚水中継ポンプ場改築工事（R7.3月完成）
※水道事業及び下水道事業の資本的収入の不足分は、
　内部留保資金等で補てんしています。

下 水 道 事 業

水  道  事  業
　収益的収支では、収益は、水道料金など
で、約35.7 億円となり、費用は、物価高騰の
影響を受けながらも経費縮減に取り組んだ
結果、約35.6 億円となり、純利益588 万9
千円の黒字決算となりました。
　また、資本的収支では、国・県の補助金な
どを収入として、浄・配水場などの施設整
備や老朽化した水道管の更新、耐震化・長
寿命化のための建設改良事業費や企業債
の償還金返済などの支出として、約21.4 億
円となりました。

　収益的収支では、収益は、下水道使用料な
どで、41.9 億円となり、費用は、物価高騰の
影響などにより経費が増加した結果、収益
を上回る44.2 億円となり、2億3千万円の
赤字決算となりました。
　また、資本的収支では、国・県の補助金な
どを収入として、処理場や管きょの整備・
更新のための建設改良事業費や企業債の償
還金返済などの支出として、約52.1億円と
なりました。

令和6年度水道事業及び下水道事業の決算概要について
〔問〕経営管理課　☎ 0229-24-1112
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①
水
抜
き
栓
を
使
っ
て
水
を
抜
く
。

②
保
温
材
や
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
。

③
就
寝
前
に
鉛
筆
の
芯
の
太
さ
の
水
を
出
し
て
お
く
。

①
蛇
口
や
凍
結
箇
所
に
タ
オ
ル
を
か
け

　
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か
す
。

　
（
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
こ
と

　
が
あ
る
の
で
注
意
）

②
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
を
凍
結
部
分
へ
あ
て
る
。

    

暖
房
で
部
屋
を
暖
め
る
。

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡

※
ご
家
庭
の
水
道
管
は
お
客
様
の
財
産
で

す
。
修
理
費
用
は
お
客
様
の
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

水道管の凍結にご注意ください水道管の凍結にご注意ください水道管の凍結にご注意ください水道管の凍結にご注意ください水道管の凍結にご注意ください水道管の凍結にご注意ください水道管の凍結にご注意ください水道管の凍結にご注意ください水道管の凍結にご注意ください

上下水道事業運営審議会上下水道事業運営審議会上下水道事業運営審議会

凍
結
を
防
止
す
る

凍
っ
て
し
ま
っ
た

溶
け
な
い
・
破
損
し
た

〔問〕 大崎水道サービス（株）お客様センター
  　　　　　　　  ☎0120-366-171 

〔問〕 経営管理課　☎0229-24-1112〔問〕 経営管理課　☎0229-24-1112

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、
水
道
管
の
凍
結

や
破
損
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
早
め
に
水
道
管
の

保
温
や
水
抜
き
装
置
の
点
検
を
行
い
、
凍
結
に
は
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

中
古
住
宅
を
買
う
前
に「
下
水
道
の
手
続
き
」

を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う

給
水
管
の
漏
水
は
お
客
様
の
負
担

で
す

〜
放
置
す
る
と

　
　
水
が
出
な
く
な
る
こ
と
も
〜

基準は
ー４℃

中
古
住
宅
の
中
に
は
、市
へ
の
申
請・検
査
や
使
用
開
始
届

を
出
さ
ず
に
下
水
道
へ
接
続
し
た
ま
ま
売
買
さ
れ
て
い
る

例
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
購
入
す
る
と

  

・排
水
の
詰
ま
り
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

  

・多
額
の
改
修
費
用

  

・下
水
道
使
用
料
が
さ
か
の
ぼ
り
請
求
さ
れ
る

な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

故
意
に
使
用
料
を
免
れ
た
場
合

免
れ
た
額
の
５
倍
以
下
の
過
料
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

購
入
前
に
売
主
又
は
仲
介
者
に

  

・申
請・検
査
は
済
ん
で
い
る
か

  

・排
水
設
備
指
定
工
事
店
が
施
工
し
た
か

  

・使
用
開
始
届
を
出
し
て
い
る
か

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。不
明
な
場
合
は
事
前
に
上
下
水

道
部
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
配
水
管
か
ら
分
岐
し

た「
給
水
管
」や「
蛇
口
」な
ど
は
、お
客
様
の
財

産
で
あ
り
管
理・修
繕
は
お
客
様
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

漏
水
を
放
置
す
る
と
水
道
料
金
が
高
額
に
な
っ

た
り
、水
が
出
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

水
の
出
が
悪
い
と
き
や
使
用
水
量
が
急
に
増

え
た
と
き
は
早
め
に
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
へ
相
談
し
修
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
６
日
か
ら
13
日
の
間
に
メ
ー
タ
ー
検
針
を
し
ま

す
が
、積
雪
で
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
位
置
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
り
、凍
結
で
蓋
が
開
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
針
期
間
中
の

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
除
雪
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

10
月
10
日
に
上
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は

委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
、市
長
か
ら
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
諮
問
を
行

い
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
は
、水
道
事
業
の
経
営
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
、委
員
の
方
々
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。水
道
事
業
に
お
い
て
も
、人
口
減
少
や
節

水
意
識
の
高
揚
な
ど
に
よ
る
収
益
の
減
少
に
加
え
て
、物
価
高
騰
に
よ
る

人
件
費
の
上
昇
や
、施
設
の
更
新
費
用
、維
持
管
理
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り

今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い
経
営
環
境
に
な
る
事
が
見
込
ま
れ
、更
な
る
収
入

確
保
と
経
費
節
減
な
ど
の
経
営
努
力
や
応
分
の
負
担
が
必
要
と
な
り
ま

す
。そ
の
た
め
に
も
現
在
の
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
改
定
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、下
水
道
事
業
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
調
査
検
討
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
も
審
議
し
ま

し
た
。

　
な
お
、審
議
会
等
の
資
料
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

除雪のお願い
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大崎市ウェブサイト
指定給水装置工事事業者

大崎市ウェブサイト
上下水道事業運営審議会



大崎市ウェブサイト
排水設備指定工事店

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

［問］下水道施設課　☎ 0229-25-5210

［問］経営管理課　☎ 0229-24-1112   

［問］上水道施設課　☎ 0229-24-1113

浸水被害軽減対策事業 配水管更新事業 

漏水調査業務

下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て

下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て

下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て

下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て

下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て

下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で
は
、下
水
道

法
に
よ
り
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

・く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
場
合
…
３
年
以
内
に
接
続

　
・浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
場
合
…
速
や
か
に
接
続

（
公
設
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、10
年
以
上

使
用
し
て
か
ら
下
水
道
へ
接
続
）

　
接
続
を
希
望
す
る
際
は
、上
下
水
道
部
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、

公
共
下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
、公
設

浄
化
槽
に
接
続
す
る
場
合
、工
事
資
金
の
融
資
あ
っ

せ
ん（
利
子
補
給
）制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
融
資
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、市
内
に
本
店
ま
た
は

支
店
が
あ
る
金
融
機
関
で
、限
度
額
は
１
０
０
万
円

（
共
同
住
宅
は
５
０
０
万
円
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、工
事
開
始
前
で
な
け
れ
ば
利

用
で
き
な
い
の
で
事
前
に
排
水
設
備
指
定
工
事

店
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　温暖化などの気候変動の影響で大雨の発生頻度が増加・
激甚化しており、さらに宅地化の進行や低平地といった
地形的要因も重なることで、市街地における住宅への浸
水が深刻な状況にあります。
　大崎市では、こうした浸水被害を軽減する対策を計画
的に進めるため、令和6年3月に「大崎市雨水管理総合計
画」を策定し、市街地に降った雨水を効率的に排水する雨
水対策事業を推進しています。

　管きょの設置は推進工法を採用しており、管きょ設
置区間の始点と終点に深さ約8ｍの縦穴（立抗）を設
け、口径1650mmのコンクリート管を推し進めて埋
設しています。

　函きょの設置深さが比較的浅
いため、地表面から地盤を掘削
する開削工法を採用しており、
幅1500mm、高さ1000mmの
ボックスカルバートを所定の深
さに埋設しています。

　道路下に埋設されている水道管
の漏水を漏水探知器を使って、漏水
の音を聞き分けて発見します。
　この作業は、天候や騒音・交通量
などに影響を受けるため、静かにな
る夜中の作業が一般的です。

　重要給水施設配水管とし
て荒谷・富永地区の指定避難
所方面へ口径200mmのダク
タイル鉄管を布設して耐震化
を図ります。

【古川地域　李埣第１排水区】

【松山地域　千石堀排水区】 【古川地域　路面音聴調査】

【県道古川佐沼線配水管更新工事】

　更新時期を迎えた老朽管の更新工事を計画的に実施し
ておりますが、今後、さらに増加する更新需要に対しても、
緊急性や重要度を考慮し、耐震化を図りながら計画的に
更新事業を推進します。

　老朽化した水道管の破損による漏水については、経済
的な損失もありますが、出水不良の原因や道路陥没、冬季
の路面凍結による二次災害の発生原因ともなることから、
早期に発見し修理することが重要です。

令和７年度の主な事業
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